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( 科目コード：1100820061Y1)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】国語表現
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】1 組・1 年次
【担当教員】

東城 敏毅

【授業目標・教育方針】
（１）国語を的確に理解し、適切に表現する総合的な国語力を身につける。
（２）さまざまな文章を読解し、鑑賞することによって思考力を伸ばし、心情を豊かにする。
（３）目的に応じて効果的に表現する基本的な能力を養う。
（４）教育漢字の読み書きに習熟する。

【授業概要】
　論理的文章を教材とする授業においては、語彙・文法的事項を丁寧に確認しつつ、文章の展開に即して論旨を正確
に把握し、論説内容に検討を加える。併せて、文章表現力の練成も兼ねて、「論旨の要旨」や「論説内容についてのコ
メント」をまとめる作業を行う。
　文学的文章・韻文を教材とする授業においては、登場人物の心理を筋に即して読み取ること、あるいは凝縮された
表現からイメージをふくらませること等を主眼とする。
　表現演習の授業においては、文章表現の基礎的留意事項について学び、「書く」「話す」「批評する」などの「表現す
る」という行為の意味を追究する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：『国語総合　現代文編』：東京書籍
参考書：『新訂総合国語便覧』：第一学習社
参考書：『高校漢字のステップ　４級～２級　演習編』：第一学習社

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
必要に応じて視聴覚教材を使用する。

【メッセージ】
　国際化の進む昨今、学生諸君が「日本語」「日本文化」を見つめ直し、自国文化への認識を深めていくことを期待し
ます。また「答えは一つ」という発想を崩壊させ、多種多様な意見があることを実感してください。
　なお、課題の提出等にあたっては締め切りを厳守してください。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：10%，その他：漢字テスト 10％
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：20%，その他：漢字テスト 10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：国語表現）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス 国語表現学習の目的と意義を説明する。また、授業に
臨むにあたって準備すべきことを指示する。

第 2 回～
第 4 回

評論（１） 多和田葉子「生まれ変わる言葉」を読み、評論の構成
を把握するとともに、「言語」の意義とその越境性に
ついて考える。

漢字テスト
１～３

第 5 回 表現（１）
日本語の表現

二通り以上の解釈ができるあいまいな表現を取り上
げ、その原因を探りつつ日本語の構造を探るきっかけ
とする。

漢字テスト
４

第 6 回～
第 8 回

評論（２） 柴田翔「希望としてのクレオール」を読み、評論の構
成を把握するとともに、「クレオール」の現代的な意
義について考察する。また言葉の混交、文化の混交が
自身のアイデンティティに与える影響についての意見
を各自構築する。

漢字テスト
５～７

第 9 回～
第 12 回

小説 芥川龍之介「羅生門」を精読する。下人の心理や表現
上の方法、「羅生門」の意味するものなどを考察する。
また芥川の下書きノートなども参照し、芥川の構築し
た世界を把握する。小説の「読み」の方法を習得す
る。

漢字テスト
８～ 11

第 13 回～
第 15 回

評論（３）
現代文化論

鷲田清一「〈顔〉という現象」を読み、評論の構成を
把握するとともに、「一方通行的な視線」と「双方向
的な視線」をもとに〈顔〉の現代的ありようを考え
る。またファッションやアニメ・映画などをもとに現
代文化論についても言及する。

漢字テスト
12 ～ 14
夏休みレポート

第 16 回～
第 18 回

短文文化
現代文化論

斎藤美奈子「俵万智論」を読み、俵万智の実施した短
歌改革を従来の短歌（教科書所収の短歌等）と比較
し、現代短歌の意義を確認するとともに、現代文化や
Ｊ－ POP、携帯短歌・携帯小説の背景を考察する。ま
た最近芥川賞を受賞した川上未映子の現代詩やＣＤな
ども紹介する。

漢字テスト
15 ～ 17

第 19 回～
第 21 回

表現（２）
ブックリストスピーチ

「ブックリスト」の作成と発表を実施する（各自３分
程度）。「ブックリスト」の作成を通して、的確な情報
提供の方法について学ぶとともに、「聞く」ことの重
要性も確認する。

漢字テスト
18 ～ 20

第 22 回～
第 24 回

表現（３）
小論文作成

問題文を読み、設定された課題について小論文を作成
する演習を実施する。論文の方法を確認する。

漢字テスト
21 ～ 23

第 25 回～
第 29 回

評論（４） 岩井克人「広告の形而上学」を読み、資本主義社会と
貨幣、言語との関係を把握する。丸山圭三郎「言葉と
無意識」も参照し、言葉と貨幣と広告の同義性ならび
に言葉と世界観との関連を考察する。

漢字テスト
24 ～ 25

第 30 回 総括 今年度の総括をする。
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